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放射線対策
特別号

　

東
日
本
大
震
災
は
、私
た
ち
の
生
活
に
今
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
放
射
線
問
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。市
は
、こ
れ
を
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
し

て
捉
え
、震
災
直
後
に
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部
や
危
機
管

理
課
が
中
心
と
な
っ
て
対
応
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
後
、総
合

的
な
対
応
を
図
る
た
め
放
射
能
汚
染
対
策
検
討
会
を
設
置
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、よ
り
効
率
的
な
成
果
を
目
指

し
、専
門
部
署「
放
射
能
対
策
担
当
室
」を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、９
月
に
定
め
た「
放
射
線
量
低
減
の
た
め
の
当
面
の
取

り
組
み
方
針
」に
つ
い
て
は
、新
た
な
情
報
を
基
に
見
直
し
を

行
い
改
訂
し
ま
し
た
。本
特
別
号
で
は
、市
内
の
放
射
線
量
の

測
定
値
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☎
７
０
４・０
０
０
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放
射
能
対
策
担
当
室

新
設
部
署
で 

よ
り
効
率
的
に
対
応

じ
ゅ
ん
菜
池
緑
地（
写
真
）、里
見
公
園
、小
塚
山
公
園
で
10
月
29
日
、地
元
自
治
会
や

市
民
活
動
団
体
な
ど
総
勢
３
７
１
人
の
参
加
に
よ
り
実
施
し
た
公
園
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　11月4日、市はこれまでの基本方針を国の放射線対応への動向や市施設の放射線量の状況などを勘案して見直しを行い、
1年後を目途に、追加被ばく線量を1ｍSv（ミリシーベルト）/年以下にすることを目指して「今後の取り組み」をつぎのとおり訂正
し、積極的に年間追加被ばく線量の低減対策に取り組むこととしました。

①空間放射線量が0.23μSv（マイクロシーベルト）/時以上（地表面から50cm又は1mの高さ）となる市の施設については、
優先的に低減対策に取り組みます。

②空間放射線量が0.19μSv/時以上、0.23μSv/時未満（地表面から50cm又は1mの高さ）となる市の施設については、
局所で比較的高い線量を示すおそれのある箇所の低減対策に取り組みます。

③上記の取り組みに加え、引き続き市内の空間放射線量の調査を行っていきます。

　なお、市内の国、県などが管理する公的施設や私立の学校、幼稚園、保育園などについては、「市川市の放射線量低減の
取り組みに係る基本方針」に沿った取り組みを行うよう要請するとともに、低減対策に関する相談に応じていきます。
　また、低減への取り組み内容についても、雨樋下等の土壌の除去が追加され、さらに、北部地区から順次、自治会への簡易
測定器の貸し出しをすることにしました。

【低減対策を行う目安値】0.23μSv/時以上（地表面から50cm又は1ｍの高さ）

◆算定根拠

（A）追加被ばく線量の時間値への換算
　  1mSv/年→0.19μSv/時
　  ※1日（24時間）の生活で、屋外で8時間、屋内で16時間を過ごす
　  ※屋内における放射線量は、屋外の数値に0.4を乗じた値

（B）自然放射線量
　  ①0.07μSv/時の考え方　

　  放射線医学総合研究所における過去約7年間の測定値0.04～0.1μSv/時の平均値
　  ②0.04μSv/時の考え方（原子力安全研究協会「生活環境放射線」平成4年）
　  ※自然界にもともと存在した、大地からの放射線は0.04μSv/時

◆目安値の変更について
　

　当初は、低減対策を行う目安値を設定するに当たり、自
然放射線量を実測値から判断した0.07μSv/時とし、それ
に追加被ばく線量0.19μSv/時を加え、0.26μSv/時を目
安値として設定しました。しかし、今回、市の施設における日
常管理の強化など、これまでの低減に向けた取り組みによ
り放射線量が徐々に低くなってきていること、また、国が除
染に係る自然放射線量を一律0.04μSv/時として計算す
ることとしたことから、低減対策を行う目安値を0.23μSv/
時に変更しました。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
８
カ
月
が
過

ぎ
、東
北
地
方
の
被
災
地
で
は
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
動
き
も
よ
う
や
く
始
ま
り
ま
し
た
。

市
の
施
設
で
は
、液
状
化
被
害
な
ど
の
復
旧

工
事
が
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
、年
内
に
は
概
ね

工
事
を
終
え
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し一
方
で
、東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ

る
影
響
が
国
内
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、空
間
放
射
線
量
の
測

定
を
定
点
の
ほ
か
、学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・

公
園
な
ど
で
行
う
と
と
も
に
、学
校
給
食
食

材
や
市
内
農
産
物
の
放
射
性
物
質
の
検
査

な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、「
市
川
市

の
放
射
線
量
低
減
の
取
り
組
み
に
係
る
基

本
方
針
」を
策
定
し
、１
年
後
を
目
途
に
、追

加
被
ば
く
線
量
を
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に

す
る
低
減
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、国
が
新
し
い
方
針
を
定
め
た
こ

と
を
受
け
、市
は
低
減
を
行
う
目
安
を
更
に

低
く
設
定
し
、特
に
、子
ど
も
た
ち
が
長
い
時

間
を
過
ご
す
学
校
や
幼
稚
園
、保
育
園
な
ど

で
目
安
を
超
え
る
場
合
に
は
、優
先
的
に
低

減
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
併
せ
て
、新
た
に「
放
射
能
対
策
担

当
室
」を
設
置
し
、情
報
の一
元
化
と
放
射
線

量
低
減
策
等
の
計
画
立
案
等
を
図
る
こ
と

で
、放
射
能
に
よ
る
影
響
へ
の
不
安
を
少
し
で

も
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、ご
家
庭
で
出

来
る
放
射
線
量

低
減
策
に
つ
い
て

の
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「放射線量低減の取り組みに係る基本方針」を改訂

市民の
みなさまへ

市川市長　大久保 博

市民の
みなさまへ情報一元化と計画立案担う「放射能対策担当室」を設置

追加被ばく線量（1ｍSv/年）に自然放射線量を加えた算定値
算定式 ： 0.19μSv/時（A）＋0.04μSv/時（B）＝0.23μSv/時


